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1 1ま  し が  き

パイプライン灌漑施設を利用した農薬の流入施用の実用

性を検討した結果,初期及び中期除草剤,殺菌剤について

若千の知見を得たので報告する。

2試 験 方 法

調査場所 : 岩手県農試本場パイプライン灌漑施設 N● 2

回場 (2613)及びm4回場 (2773)

耕種概要 : 品種 ハヤニシキ
処理方法 :■ 薬液槽内で所定量の薬剤を350～ 800ι の

水に溶かし(一次希釈 ),こ れを計画施用濃度になるよう

に灌漑水に混入し(二次希釈 )落水状態にした固場に流入

施用 (短辺流入 )した。

分析方法 : 各薬剤の分析成分はデルカット乳剤・オキ

サンアプン,マ メットSM粒剤 。モリネート,フ シワン剤

・ィップロチオランとした。

防除効果調査法 : 両除草剤については施用後の雑草発

生量調査を,殺菌剤はあらかじめ素焼の鉢に植えた稲を固

場内調査地点に埋め込み,薬剤施用後取り出していもち菌

をパンチ接種し発病調査を行った。

3 試験結果及び考察

デルカット乳剤 (初期除草剤 )流入施用後の濃度分布は

表 2に示すように流入直後の出面水が平均044「 (変動係

数 165%).土壌は01P(1司 312%)で比較的均―に分

表 2 デルカット乳剤流入施用区の濃度分布
(オキサシアゾン・
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布した。田面水濃度は時間経過に伴い,減少の傾向にある

のに対し土壌中濃度は18時間後でわずかに増加しているが,

これは薬剤の性質から土壌表層中に移行したためと考えら

れる。なお圃場内の水深を測定して濃度との関係を調べた

が,特に明らかな差は認められなかった。一方,対照とし

て慣行散布区 3地点を調査したが,田面水 005～ 042「 ,

土壌約 05～35「といずれも均―ではなかったことから,

特に試験圃場のような大面積 (約 303)で は流入施用の方

が薬剤を均―に施用する点で優れていると思われる。

流入施用法は圃場が落水状態の必要があり,薬剤の処理

時期を本来の代かき直後から田植直後に変えたために薬害

が懸念された。しかし53年度は天候が苗の活着時まで特に

良好だったこともあり,葉鞘褐変,下葉枯れ等の薬害的症

状は認められず,また移植後の天候が不項で低温に経過し

た54年度においても特に薬害症状は認められなかった。

マメットSM粒剤 (中期除草剤 )の流人分布は水口部,

中央部,水尻部の 3地点を調査したが,流入直後の田面水

濃度はそれぞれ 19「,05F,003Fで あり分布むらが

大きかった。また灌漑水濃度が計画値 53「に対し実測平

均値は1「以下,薬液槽内濃度も計画値 1509Fに対して

約 360「 でしかなかった。これは薬剤が粒剤で水に均―に

溶解あるいは分散しづらかったことによると考えられ,こ

のために薬液槽内では沈澱が生じ低濃度になると共に,圃
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表 1 処理方法
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場内では分布むらが生したと思われる。

一方,パ イプダスターによる慣行散布区も散布直後の田

面水濃度で約 llpか ら8Pと大きな地点差があったことか

ら,デルカット乳剤と比べると特に散布直後の濃度分布は

不均一になり易いと思われる。

デルカット乳剤,マ メットSM粒剤の除草効果について
は調査圃場の主要雑草であるノビエ, ミゾハコベ,ホタル

イについてのみを表 3に示した。デルカット乳剤の流入施

用区では慣行区に比ベノピエ, ミゾハコベの発生量が少な

く高い抑草効果を示し,また圃場内で一部,田面が高く露

出した場所を除いて雑草発生量の地点差もほとんど認めら

れなかった。なおホタルイについては流入施用区がより多

発生しているが,これはその大半が前年に多発した残りの

株によるもので圃場間の差に出来すると思われる。マメッ

トSI粒剤では流入施用区が慣行区に比べ抑草効果が劣っ
ており,地点により発生むらも認められた。これは予想し

た施用濃度に比べ実際はかなり低かった等の分析結果と一

致して,流入施用がうまくいかなかったことを示している。

フジワン乳剤の流入施用は田面水濃度について一部を表

4に示したが, 6時間後, 9地点の平均は49口 (変動数

8%)と非常に均―な分布となった。灌漑水濃度も計画値
57四 に対し5,pと ほぼ_致 しており, 施用が計画通り
行われたと考えられる。なお施用 3日後において水尻部だ

けが37胆 と著しく高濃度なのは,管理用水が入水するこ

とによって水口部,中央部の残留水が押し流されたためと

考えられる。同様の結果は他の流入試験でも認められてい

る。次にフジワン剤が浸透移行性のいもち殺菌剤であるこ

とから稲体中の濃度を調べ,対照としての粒剤散布区との

比較をした。流入施用区では 0～ 7日後に最高濃度となり,

その後低下してЮ日後では約%になった。地点別の差は明
確ではなかった。これに対し慣行区では流入施用区に比べ

全般に高めに推移したが同様の傾向の消長を示した。

防除効果の検討は試験圃場内でいもち病が発生しないた

め,温室内で接種試験を行い病斑面積の比較を行った。そ
の結果流入施用区は無施用区と比べ防除効果が認められ,

粒剤散布区とはぼ同程度の効果と判定された。しかしその

差は明確ではなく,両区の稲体中濃度にもやや差があった

ことから今後の検討が必要である。

ま   と   め

バイプライン灌概施設を利用した農薬の流人施用の実用

性を検討するため 3薬剤について濃度分布と防除効果を調

査した。その結果,①デルカット乳剤 (初期除草剤 )は比

較的均一な濃度分布となり,除草効果も十分で薬害も認め

られず実用化が期待できる。②マメット8M粒剤 (中期除
草剤 )は水に均一に溶解,分散がしづらいために,計画施

用濃度に比べ低濃度となると共に,水口部で高く水尻部で

低いという分布むらが生じた。また除草効果も慣行区に比

べ劣った。③フジワン乳剤 (い もち殺菌剤 )は ,濃度分布

は均―であり防除効果も一応認められたことから実用性が

あると考えられる。

以上の調査結果から農薬の流入施用の実用化のためには,

次の条件が必要と考える。

|)剤型は均―な分布となるように水に溶解あるいは分
散しやすぃ乳剤,液剤等であること。          |
21 殺菌,殺虫剤は稲体への浸透移行性を持ち合わせて '

いること。                      |
3)デルカット乳剤のように本来の使用基準からはずれ
ざるを得ない場合は特に薬害,生育障害等に留意しなけれ
ばならない。

41 パィプライン施設は閉鎖系ではあるが,環境,特に
水質汚染に注意する必要があり,で きるだけ低毒性薬剤の

使用が望ましい。

表 4 フジヮン剤田面水中の濃度分布
(イ ツプロチオラン・p)
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表 3 雑車の発生量調査 (05席当り発生本数 )


